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配布先：安全技術応用研究会 会員各位           発行：２０１８年１０月２９日  
            

第 30 回関西月例会

議事録 

安全技術応用研究会 
承認 確認 確認 

 
 

企画運営委員会 

増田 
関西月例会 

釜谷 

日 時 ： 2018 年 10 月 12 日 13:00～17:30 
場 所 ： IDEC 株式会社  TM 棟 2F ホール C 
出席者 ： 9 名[初参加(オブザーバ参加) 2 名] 

（法人会員：6 社(8 名)、個人会員：1 名） 
 
1．定例報告 

1）第 305 回東京月例会の情報共有 
・第 305 回月例会議事録に従って、読み合わせて共有化した。 

2）最新情報トピックスについての補足 
・資料 305-1-1「ISO45001 による形骸化・マンネリ化の打破へ」に従って、読み合わせて共

有化した。 
3）企画運営委員会補足 
・特になし 

4）関西月例会・関西委員会活動報告 
・特になし 

 
2．研究テーマ報告  

1）討議テーマ「ロックアウト/タグアウトの導入について」 
・アズビルトレーディング 五十嵐さんにより、説明（デモ機での実演含む）がなされ、 

意見交換・情報交換を行った。 

2）「リスクアセスメント委員会第 5 回開催結果報告について」  
・資料 305-2-1「危険源を考えてみよう」に従って、各人で危険源の同定を行い、その後、 
同定方法に関して意見交換を行った。 

・東京月例会で発表された内容について説明・意見交換を行った。 

3) 「安全要求仕様書を有効に活用する解説 第１回」 

・東京月例会で発表された内容について説明・意見交換を行った。 

4）「各種安全（労働安全、機械安全、製品安全 等）の体系的な考え方についての提案」 

・安全に関する全ての言葉を網羅してマッピングすることは難しいため、「個別安全規格の対

象となる言葉(例：産業用ロボット安全等)」や「個別危険源に対する安全方法に該当する言

葉(例：安全防護、防音、防振など)」は、対象としないこととする。 
・「製品安全」の対象は、一般消費者用途のものだけと考えていたが、用途に限らず「製品」

とよばれるもの全てが対象であるとの意見が出たので、再考する。 
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3．関西月例会の討議事項 

・今回は省略された。 
 

4．その他 
1) 関西月例会配付・発表資料 

資料番号 資料名 

304-2-1 「ロックアウト・タグアウト導入手順(参考資料)」 

305-1-1 「ISO45001による形骸化・マンネリ化の打破へ」 
305-2-1 「危険源を考えてみよう」 

305-2-3 「180908 #5RA委員会資料(HP掲載用)」 

 
2）月例会開催予定  
・ 東京月例会 ：10 月 26 日（金）10:00～ 品川区(きゅりあん 4 階 第 1 特別講習室) 
・ 関西月例会 ：11 月 9 日（金）13:00～ 新大阪(IDEC 本社) 

                     
                                    以上 

 


